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1. 事業の概況



【常駐(長期)契約】新規案件相次ぎ、安定収益の基盤底上げ
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新潟営業所が本格稼働開始
商業施設、ホテル、工場、高層複合ビルなど

東京は大型案件多数
大手電機メーカーオフィスビル
裁判所庁舎、オフィスビル など

中部地方/工場、物流倉庫、テレビ局

北陸地方/重要施設

関西地方/タワーマンション



【臨時契約】復調傾向のイベント警備の状況
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花火大会/新潟県、山梨県ほか

国民体育大会/栃木県

ゴルフトーナメント/静岡県

プロ野球、ジャズフェスティバル/東北地区



【M&A】警備会社２社を完全子会社化
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2022年4月4日

日本セキュリティサービス㈱
を完全子会社化

2022年8月17日

㈱ダイトーセキュリティー
を完全子会社化

設立 1978年12月
本社 大阪府大阪市中央区
売上高 174百万円（2022年4月期）

設立 1994年3月
本社 東京都台東区
売上高 350百万円（2022年7月期）
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2. 2023年3月期 2Q 連結業績



2023年3月期 2Q 連結業績
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22/3期 2Q 23/3期 2Q 前年同期比 23/3期見通し
(進捗率)

売上高 4,432 3,914 △518
(△12%)

7,450
(53%)

売上総利益 1,325 964 △361
(△27%)

売上総利益率 29.9% 24.6%

営業利益 700 321 △378
(△54%)

540
(60%)

営業利益率 15.8% 8.2% 7.3％

経常利益 756 340 △416
(△55%)

534
(64%)

親会社株主に帰属する
四半期純利益 476 269 △207

(△44%)
350

(77%)

1株当たり四半期純利益 329.10円 185.91円 △143.19円 241.72円

期末 90円

（百万円）

1株当たり配当金



【売上高】新規案件相次ぎ、常駐契約は前年同期比11%成長
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2,896 3,229 

1,536 684 

21/3期 2Q 22/3期 2Q 23/3期 2Q

常駐(長期)契約 臨時契約

4,432

7,450(予想)

3,015

*常駐(長期)契約は契約期間1年以上、臨時契約は契約期間1年未満の契約案件を表しています。
*21/3期2Qは売上高の分類をしていないため表示していません

3,914

（百万円）

❷❸ ① 常駐契約はYoY11%成長
② vs通期見通し進捗率53%
③ 前期：オリパラなど特需による売上❶



【営業利益】売上成長による利益拡大(CAGR45%)
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21/3期 2Q 22/3期 2Q 23/3期 2Q

145

700

321

540(予想)

（百万円）

① 売上成長による利益拡大
CAGR45%
(21/3期2Q→23/3期2Q)

② vs通期見通し進捗率60%
③ 前期：オリパラなど特需による利益

❷

❸

❶



2023年3月期 2Q 財政状態
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固定資産
1,184 

固定資産
1,227 

流動資産
4,680 

流動資産
4,396 

22/3期末 23/3期 2Q末

5,865
5,623

純資産
4,352 

純資産
4,403 

固定負債
232 

固定負債
194 

流動負債
1,280 流動負債

1,026 

22/3期末 23/3期 2Q末

5,865
5,623

• 配当金支払いによる現金
及び預金の減少

• 納税による未払法人税等
の減少

• 長期借入金の減少

資産の部 負債・純資産の部

（百万円）

• M&Aによる増加

• 自己資本比率78.3%



2023年3月期 2Q キャッシュ・フロー
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現金及び現金同等物の増加額 △486

調整前
純利益

営業CF
その他 関係会社

株式の取得

営業CF △254

法人税等の
支払額

配当金の
支払額

長期借入金
の返済

財務CF △381

（百万円）

投資CF +149

投資CF
その他



【連結人員数】M&Aや新卒採用により正社員が増加
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565 642 755 

1,322 1,251 
1,236 

21/3期末 22/3期末 23/3期2Q末

正社員 契約社員

1,887 1,893
1,991

*人員数は就業人員数です

（名）

① 22/4/1には129名の新卒
社員が入社。正社員比率を上
げることにより、品質強化と定
着化を図る❶



警備業界では異例の
女性比率

(女性の活躍推進)

正社員の構成からみる将来性
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平均年齢

32.7歳
警備業界では異例の若さ

当社(単独)正社員の年齢構成図

58％

30歳未満

16％
30代

40代
11％

50代

13％ 2％

60代

当社(単独)正社員の男女比率

女性
男性

26％

74％

0

100

200

300

400

18-29 30-39 40-49 50-59 60-69

20/3末 22/9末

20/3末→22/9末の変遷
女性比率

20/3末 22/9末

26%15%
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3. 成長戦略



警備業界の市場動向は、コロナ禍でも底堅く推移
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70%

80%

90%

100%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

CY12 CY13 CY14 CY15 CY16 CY17 CY18 CY19 CY20 CY21

人的警備等(施設・雑踏・交通誘導等)【左軸】 機械警備【左軸】 人的警備比率【右軸】

32,661

(億円)
市場規模の推移

31,987 33,391 33,546 34,236 34,761 35,341 35,534 34,537

警備業者数の推移

9,091 9,133 9,240 9,342 9,434 9,548 9,714 9,908 
10,113 10,359 

500,000

550,000

600,000

650,000

8,000

9,000

10,000

CY12 CY13 CY14 CY15 CY16 CY17 CY18 CY19 CY20 CY21

警備業者数【左軸】 警備員数【右軸】

34,734

*警察庁生活安全局「警備業の概況」、日本防犯設備協会「防犯設備推定市場の推移」をもとに当社作成
*CY21は「防犯設備推定市場の推移」が公表されていないため総額のみを表示

*警察庁生活安全局「警備業の概況」をもとに当社作成

CY15→CY19
CAGR1.5%

コロナ禍でも概ね
横ばいを維持



人的警備で「売上高800億円、2万人体制」を目指す
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国内警備業の市場規模

約3兆5000億円

約80億円

うち「人的警備」市場

約2兆8000億円

業界データの出所 警察庁生活安全局生活安全企画課 「令和2年度における警備業の概況」
公益社団法人日本防犯設備協会 「2020年版 統計調査報告書」

売上高

/ 約60万人

/ 2千人

800億円
当社グループの目指す規模

/ 2万人売上高

現在



M&Aによる売上高及び人員数の成長イメージ
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オーガニックの売上高 M&Aにともなう売上高

23/3期

約80億円
約2千人

400億円
1万人

800億円
2万人

200億円
5千人



M&Aにより料金改善、販管費削減、人材確保を実現する
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現在 当社グループのM&A戦略

競合他社

価格低下圧力
人材獲得競争

• 全国47都道府県をカバーするプラット
フォームを構成、規模の強さによる警備料
金の改善

• スケールメリット及びバックオフィスDXによ
る販管費の削減

• これらにより生み出した利益を従業員に還
元することで、人材確保を実現する



警備会社を対象とした主なM&A（2018年以降）
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実行日 内容

2018年8月31日 セコム、東芝セキュリティ(現セコムトセック、川崎市)の株式取得(80.1%)

2019年7月3日 トスネット、北日本警備(札幌市)の全株式を取得

2020年5月14日 セコムと共栄セキュリティーサービス、資本業務提携

2020年9月1日
2020年10月1日

セコム、マレーシアとシンガポールの2社の全株式を取得
*実行日：2020年9月1日(マレーシア)、2020年10月1日(シンガポール)

2020年12月25日 エルテスセキュリティインテリジェンス(現AIK、東京都)、アサヒ安全業務社(現And Security、横浜
市)の全株式を取得

2021年6月30日 セントラル警備保障、ワールド警備保障(現CSP東北、仙台市)の株式を追加取得
(31%→67%)

2021年10月8日 アウトソーシング、アーク警備システム及びアークミライズ(いずれも東京都)の全株式を取得

2022年3月16日 AIK、ISA(札幌市)、SSS(札幌市)の全株式を取得

2022年4月4日 共栄セキュリティーサービス、日本セキュリティサービス(大阪府)の全株式を取得

2022年4月28日 東洋テック、五大テック(大阪府)の全株式を取得

2022年7月1日 セコム、セノン(東京都)の株式取得(55.1%)

2022年8月17日 共栄セキュリティーサービス、ダイトーセキュリティー(東京都)の全株式を取得



警備業界をとりまくビジネスチャンス
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2027-
リニア中央新幹線開業

2025
日本国際博覧会(大阪)
世界陸上(東京)
デフリンピック(東京)

2027
国際園芸博覧会(横浜)
ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｹﾞｰﾑｽﾞ関西

2030
冬季オリンピック

2030-2031
北海道新幹線延伸2023-2030

高層ビル建設などの再開発
(東名阪など)

大型イベント

生まれ変わる社会インフラ

2026
アジア大会(愛知)
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4. サステナビリティー



サステナビリティー：業界紙への広告出稿による意思表明
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警備保障タイムズ 2022年10月21日号 1面



環境への取り組み（E）
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• 取締役会など会議体のオンライン化によるペーパーレス化
• クラウドPBXによる電話機、FAX用紙の削減
• 女性制服リニューアルによる点数見直し

気候変動
• 自社所有施設における太陽光パネルの設置
• 事業所の統廃合による使用電力量の削減

省資源



人財への取り組み（S）
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• 女性社員比率26%(2022/9末時点)
• 女性管理職比率14.6%(2022/3末時点)
• ジェンダーの平等や女性のエンパワーメント
（勤務シフトの男女共通化など）

ダイバーシティー＆インクルージョン

• “One Person, 10 License”を標語とした資格取得支援
• 基幹人材の成長を支援するKアカデミー（社員教育体系）
• 社員持株会制度における奨励金支給
• GLTD(団体長期障害所得補償保険)
• ラウンダー

社員の成長と活躍、社員エンゲージメント



コーポレート・ガバナンスへの取り組み（G）
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企業倫理とコンプライアンス
• 行動規範を指針とした企業文化の醸成

CG体制の強化
• 役員構成（取締役2/5名が社外、監査役3/3名が社外）
• 役員の経験・専門性（スキルマトリックス）の開示

リスク管理
• 勤務分離や安否確認等の新型コロナ対策

情報セキュリティー
• ISO27001（ISMS）及びPマークの認証取得



Copyright 2022 Kyoei Security Service Co.,Ltd.26

5. Appendix



会社概要
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会社概要
商号 共栄セキュリティーサービス株式会社

Kyoei Security Service Co., Ltd.
設立 1985年(昭和60年)5月15日
本社所在地 〒102-0074

東京都千代田区九段南1丁目6番17号 千代田会館
電話番号 03-3511-7780（代表）
代表者 代表取締役社長 我妻 文男（あづま ふみお）
資本金 1億円（2022年8月1日現在）
事業内容 施設警備業務、交通誘導警備業務を中心とした警備業

マンション代行管理、駐車場運営管理などの隣接業種
連結従業員数 1,991名（2022年9月30日現在）
グループ会社 株式会社道都警備（北海道札幌市）

日本セキュリティサービス株式会社（大阪府大阪市）
株式会社ダイトーセキュリティー（東京都台東区）

株式情報
発行済み株式総数 1,506,500株
株主数 965名
上場証券取引所 東京証券取引所スタンダード市場（7058） 2019年3月18日新規上場



本社・拠点マップ
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西五反田オフィス

本社

横浜営業所

甲府営業所

大阪営業所
名古屋営業所

静岡営業所

仙台営業所

仙南事務所

郡山営業所

白河事務所

(株)道都警備
旭川支店

茨城営業所福井営業所

連結事業所数

20
拠点

連結従業員数

1,991
名

（2022年9月30日現在）動員実績

• 1社のお客さまで、北海道から関西まで警備員を派遣しております。
• 全国各所での大規模イベントや商業施設オープン警備では、1日100名以上を動員しております。
• 2021年の国際スポーツイベントでは、1日最大267名、延べ約15,000名を動員しました。

新潟営業所

日本セキュリティサービス(株)

(株)道都警備
本社/札幌支店

(株)道都警備
倶知安支店

(株)ダイトーセキュリティー
本社/上野支社

(株)ダイトーセキュリティー
品川支社



将来に関する記述等についてのご注意
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 本資料は、当社の企業情報等の提供のために作成されたものであり、国内外を問わず、当社の発行する株式その他の有価証
券の勧誘を構成するものではありません。

 本資料には、当社に関連する見通し、計画、目標などの将来に関する記述がなされています。これらの記述には、「予想」、「予
測」、「期待」、「意図」、「計画」、「可能性」やこれらの類義語が含まれることがありますが、これらに限られるものではありません。こ
れらの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報をもとに、本資料は作成時点における当社の判断に基づいて記載し
たものであり、また、一定の前提の下になされています。そのため、これらの記述または前提の、様々なリスクや不確定要素に左右
され、実際の結果はこれと大幅に異なる可能性があります。したがって、これらは将来に関する記述に全面的に依拠することのない
ようにご注意ください。

 なお、本資料における記述は本資料の日付（またはそこに別途明記された日付）時点のものであり、当社は、それらの情報を最
新のものに随時更新するという義務も方針も有しておりません。

 当社は、将来の事象などの発生にかかわらず、既に行っております今後の見通しに関する発表等につき、開示規則により求められ
る場合を除き、必ずしも修正するとは限りません。

 また、本資料に記載されている当社以外の企業等に関する情報は、公開情報または第三者が作成したデータ等から引用したも
のであり、かかる情報は正確性・適切性等について、当社は何らの検証も行っておらず、また、これを保証するものではありません。
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